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下村智

　珪状耳飾とは、耳介に穴をあけ垂下装着する耳飾の一種である。九州地方では1920年、　１

熊本県の轟貝塚で長谷部言人の調査により、２点の白色大理石製珪状耳飾が発見されたの　ｉ

を囁矢とする。以来、資料が蓄積され、09年時点で90遺跡n1点以上の類例を数えるまで　ｉ

になった。本論では、これらの資料をもとに基礎的な検討を行うものである。　　　　　　ｌ

　まず、これらの資料を形態分類するとＡ類からＧ類まで７類に類別することができる。ｉ

列島内から出土するほとんどの形態が存在していることがわかる。珪状耳飾を出土する遺　ｉ

跡は各県に分布しており、特に九州西半部に多く、島嶼部や沿岸部が目立つ。野首遺跡で　ｉ

６点、轟貝塚で４点、荘貝塚で６点の複数出土が見られる。　　　　　　　　　　　　　　ｉ

　近年、アカホヤ火山灰の下位で出土する事例が増えてきている。それらは円環形や金環　ｉ

形を呈し、初源期のタイプとすることができる。共伴する土器は轟Ａ式土器である。ア　ｉ

カホヤ火山灰上位では、轟Ｂ式土器に伴い扁平円形化し盛行する。やがて縦に長い楕円形　｜

や横に広い楕円形へと変化する。石材は主に淡緑色の軟玉質や白色大理石が用いられてい　ｉ

る。前期の中葉から後葉にかけては長脚形や三角形、石庖丁形に変容し、石材は主に滑石　ｉ

や蛇紋岩を用いる。そして、前期の終わりから中期の初めにかけては減少し終焉を迎えるに

　したがって、九州の玖状耳飾は貝殻条痕を地文に持つ轟式士S文化で盛行する耳飾と考　ｉ

えてよさそうである。その起源、系譜についてはさらに検討が必要であるが、中国東北部　ｉ

ｉ　から伝わったものが日本海側で一旦定着し

、

その流れが九州にも及んだものであろう。

L___.__.............------------------------------------------------------------------------------------------------------------

　　　　　キーワード：珪状耳飾、九州、白色大理石（結晶質石灰岩）、軟玉、荘貝塚

　　　　　達　絡　先:〒874-8501　大分県別府市北石垣82　別府大学
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　2005年九州縄文研究会によって、九州の縄文時代に関する装身具のすべてについて、画期的

な集成作業が図られた。各県の担当者が総力をあげて行ったもので、基本的な資料として高く

評価されるものである。今回取り扱う珪状耳飾もその中に含まれ、64遺跡78点が取りあげられ

ている。

　近年、わが国における玖状耳飾の始源に関する研究が活発になり、ロシア極東地域、中国東

北部地域、中国江南地域出土の狭状耳飾および関連の玉類との系統関係が検討されている。そ

の中で、人陸に最も近い九州地方の出土状況がネックになっていた。九州地方では、列局内で

肝土するすべての形態の玖状耳飾が出土しており、類例も増加している。しかし、これまで全

体を通しての検討はなされてこなかった。

　そこで、本論では最も古い形態のものから終焉を迎える新しい形態のものまで含めて、現段

階で知りうる資料をもとに基礎的な検討を試みたいと思っている。

１．九州地方における研究抄史

　玖状耳飾とは、耳介に穴をあけ垂下装着する耳飾の一種である。九州地方で玖状斗飾が最初

に発見されたのは、1920（大正９）年７月のことであった。当時東北帝国大学の長谷部言人は、

古人骨蒐集のため熊本県森貝塚の一部を発掘し、人骨約20体と共に白色大理石製の玖状耳飾２

点を発掘したのである（演田他1920）。その後、この森貝塚出土の珪状耳飾は、わが国最初の

集成研究である梅原末治の『鳥取鄙下に於ける有史以前の遺跡』（梅原1922）に取り上げられ、

さらにそれを受けて、基礎的研究を行った樋口浩之の『狭状斗飾考』（樋口1933）にも再録さ

れ、九州地方でも訣状耳飾の存在が広く一般に知られるようになった。

　それ以後、戦前戦後を通じて続状耳飾の類例は徐々に増加していったが、特に1970年代以降

は発掘調査の増加と共に発見例が急増しか。中でも、鹿児島県下の発見増が著しく、上焼田遺

跡の報告（出目・池畑1977）から珪状耳飾の地名大を掲げ始めた。西之薗遺跡の報告（池畑・

長野1978）では出土地名大に加え、他４遺跡出土の狭状耳飾について写真を掲載し、主要な玖

状斗飾について集成を行った。さらに、県下で最多数の玖状耳飾を出土した荘貝塚の報告（池

水・長野他1979）では、これまでの総まとめとして県下の訣状耳飾地名大を掲載するにいたっ

た。このように九州地方では、↓970年代まではいわば資料蓄積の時代ということができよう。

その中で、注目する研究がある。前川威洋は縄文後期の装身具に関する総合的な研究（前川

1969）を行い、九州の狭状耳飾７遺跡９点を一覧表に掲載し、縄文前期に所属する年代観を示

した。

　資料の増加と共に、1980年代に入ると狭状耳飾に関する本格的な研究が始まった。筆者は当
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時集成した29遺跡40点以上の玖状耳飾をもとに、計４点計上している森貝塚の狭状耳飾につい

て検討（下村1980）を行った。そのうち３点は円形の古いタイプで、いずれも石材は白色大理

石であることを示した。さらに他遺跡の伴出土器をふまえて、森式土器の成立と玖状耳飾の出

現には密接な関係があると考えた。また、九州地方での分布や石材、用途などから中国の訣と

の関係を想定した。翌年、さらに10点ほど類例を追加し、肥後考古学会例会で集成検討した内

容を発表（下村1982）した。ほぼ同じころ上田耕は、鹿児島県を中心に九州出土の17遺跡28点

の訣状耳飾を対象に編年、起源、形態、素材、使用方法等の検討（上田1981）を行い、轟Ｂ

式土器に伴うとした。起源については、一応国内で自生したものが車から九州に伝わったと考

えた。この時点で最も多角的に検討された論考となっている。また、島津義昭は『日本歴史地

図』に鋏状耳飾の出土遺跡を29遺跡紹介（島津1983）している。 80年代後半には、わが国にお

ける狭状耳飾について、その習俗の系譜と出自を大陸江南地方に求め、台湾を経て南海ルート

で伝来したとする説（鈴木1987）も出された。

　1990年代に入ると、示唆に宮む論考が発表された。水ノ汪和|司は韓半島や大陸に近い九州地

方の玖状耳飾のあり方をまとめる目的で、32遺跡36点の玖状耳飾を取り上げ、早期、前期、

後・晩期の類例について検討（水ノ汪1992）を加えた。それによると、「九州では早期から晩

期初頭まで玖状耳飾が断続的に存在する。前期以降は共伴している土器がいずれも西日本一帯

での交流が問題となる土器かもしくは瀬戸内地域の土器そのものであり、在地性の強い九州の

土器には伴わないのが現状である。したがって、九州の玖状耳飾は九州以外の地域との交流を

示す遺物の一つであると考えられよう｡」と結論づけた。そして、本格的に盛行するのは森Ｂ

式土器の前期初頭以降と考えられている。 90年代までは九州地方の玖状耳飾は森Ｂ式土器に伴

うとされるのがほぼ共通の認識（新車1993 ・ 上田1994 ・ 上田・桑畑1997 ・ 士｡田1998）であった。

　ところが、2000年代に入り宮崎県永追第２遺跡の調査（廣田2003）でアカホヤ火山灰下位か

ら玖状耳飾が出土し、その始源が問題となった。調査を担当した廣田晶子は、近年アカホヤ火

山灰下位から計上する玖状耳飾をもとに類型化を行い、断面が厚いものをＩ類、断面が薄いも

のをＨ類とした。さらに、Ｈ類を切目が短いＨａ類と切目が長いＨｂ類に細分し、Ｉ→Ｈａ→

Ｈｂ類という変遷がたどれることを指摘した。ｎｂ類はアカホヤ火山灰下位にもあるし、上位

にも存在することから、北陸地方や大陸の中国東北・江南地域の狭状耳飾と形態・時期的に異

なる様相をみせるとした。しかし、下位に類型化された上野原例などは形態的に新しいもので

あり、これについてはすでに新車晃一が指摘（新車2006）しているところである。なお、同様

の内容は敬和学同大学で行われた研究会でも発表（上田・廣田2004）された。

　2005年２月、沖縄県立埋蔵文化財センターで第15回九升|縄文研究会沖縄大会が開催された。

テーマは［九州の縄文時代装身具］であった。これまで報告された「装身具」の情報を網羅・

把捉するため、九州各県の担当者が総力をあげて作成された資料集（九升I縄文研究会2005）は、
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まさに基本資料として高く評価されるものである。この中には、これまで報告されているもの

を中心に64遺跡78点の玖状耳飾が収録されている。

　最近、新車晃一は九州域でのアカホヤ火山灰下位から出土する玖状背節の形態を整理し、始

源期の検討（新車2006）を行った。アカホヤ火山灰下位からの出土が確実視される４点を中心

にＩ煩とし、アカホヤ火山灰上位から出土するものをＨ類とした。さらに、Ｉ煩は断面が厚い

ｌａ類、断面が薄いｌｂ煩と細分した。その後、藤田富士夫の論文（藤田2003）を受けて再度

整理・検討（新車2008）を行った。その中で、新たに環状玖を古式に位置づけ、アカホヤ火山

灰下位のものをＩ型玖状耳飾（環状玖）とＨ型玖状背飾とされ、Ｈ型玖状背飾はＨ類：金環型

玖状斗飾に類別された。アカホヤ火山灰上位のものはｍ類となり、それぞれ旧稿（新車2006）

のＩ煩がＨ煩に、ｎ煩がⅢ類に再編された。そして、Ｉ型玖状背節を始源期に位置づけ、Ｈ型

玖状耳飾を初源期の形態として明確化された。「九州の始源期の玖状耳飾は、早期の後牛の中

頃（アカホヤ火山灰降灰前）に北部九州を経て、強いて述べれば西海岸洽いに南部九州へも伝

播した」と考えられている。アカホヤ火山灰下位からの発見で、九州地方の玖状耳飾は新たな

研究段階を迎えたことになる。なお、2008の新車論文には、九州出土の玖状背節75遺跡89点の

出土一覧が示されており最も充実したものになっている。

　九州地方では、アカホヤ火山灰下位からの出土で、玖状背節は早期まで遡ることが明白に

なった。しかし、系譜、形態変化と編年、共伴土器との関係、材質等々、まだまだ解決しなけ

ればならない問題も多い。それらを解決するためには、良好な出土状態の資料が必要であるこ

とは論を待たないが、そう熊胆にはいかない。そこで、限界はあるものの既出の資料をできる

かぎり収集し、検討を図っていきたいと考えている。以下、現段階で集めた資料をもとに検討

を進めたい。

　２．訣状耳飾の形態分類

　まず、各県出土の狭状斗飾を見ていく前に、九州出土の珪状斗飾について形態分類を試みた

い。すでに、戦前櫛目靖之によって玖状耳飾の各部名称や形式図（櫛目1933）が示され、現在

でも各種論文に引用されているが、九州出土の玖状耳飾には多くの形態が存在し、それに該当

しないものがあるので、ここで改めて形態分類を行う。なお、各部名称は樋口にしたがう。

　図１に示しだのが形態分類図である。まず、大分類としてA～G、中分類としてＩ～ｍ、小

分類としてａ～ｃとするが、ここでは資料数の関係から中分類までに留めておきたい。

　Ａ類は、現俸の帽よりも中央孔が大きいものである。ＡＩ類は大型、ＡＨ類は通有の大きさ

で、円現形を呈している（円環形）。ＡＨ類は、切目の長さが短くなるものが多い。ＡⅢ類は

いわゆる指貫形を呈するものである（指貫形）。

　Ｂ類は、円形で中央孔の径と環俸の幅が回しか小さくなるものである。ＢＩ類は断面に厚み

-
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　　　図１　九州出土の訣状耳飾形態分類図

を持つもので、切目の長さが短くなる例が多い。ＢＨ類は中央孔がさらに小さくなりやや扁平

化する。ともに（金環形）としておきたい。Ｂｍ類は別に分類したほうがよかったのかも知れ

ないが、中央孔が中心にあり、作りがＢＨ類とよく類似しているので、とりあえず、ここでは

Ｂ類に含めておきたい。方形を凩し類例は少ない（方形）。

　Ｃ類は、円形を呈する扁平化した一群（扁平円形）で、最も出上例が多いものである。中央

孔がほぽ真ん中に位置するものをＣＩ類、中央孔が上辺に片寄るものをＣＨ類とする。Ｃ類以

降はすべて扁平化し、中央孔が上辺に片寄る。

　Ｄ類は、横に広がる楕円形（横楕円形）で、楕円化の小さなものをＤＩ類、横に広がりの大

きな楕円形をＤｎ類、さらに楕円化か進み下辺が直線的になるものをＤⅢ類とする。

　Ｅ類は、縦に長い楕円形（縦楕円形）で、楕円化の小さなものをＥＩ類、縦長の楕円化か進

み長脚状になるものをＥＨ類とする。

　Ｆ類は、細身で縦に長い形態をとり、脚部が発達したもの（長脚形）である。下端部にやや

丸昧を持つものをＦＩ類、脚端部が直線的になるものをＦＨ類とする。

　Ｇ類は、三角形や石庖丁形を呈する楡長の一群である。ＧＩ類は別に分類したほうがよかっ

たのかも知れないが、下辺が直線化している一群なのでＧ類に含めた。いわゆる（三角形）と

呼ばれるものである。ＧＨ類は中央孔と切目が明確に認められるものであり、ＧⅢ類は中央孔

が退化し、切目だけが残るものである。ともに、いわゆる（石庖丁形）と呼ばれるものであり、

かなり変容した形態を呈する。

３．各県出土の映状耳飾

それでは、各県ごとに出土した訣状耳飾について概観していきたい。 2009年段階で90遺跡
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111点以上の出土を確認している。玖状耳飾の詳しい説明は各報告や論文等にゆずるが、筆者

が実見・実測したものについては私見に基づいて少し説明を加えたい。

（１）福岡県

　福岡県からは15遺跡17点が出土している。Ａ類以外はすべてあるがＦ類が目立つ。図２－

１・２は沖ノ島出土で、１は社務所前遺跡（鏡山他1958）、2は４号洞穴遺跡（岡崎・小田他

↓971・岡崎1979）からそれぞれ出土している。　１はＦＨ類に属し、長さ6.3cmで粘板岩賀の端

正な作りである。　２も粘板岩質で一部しか残っていないがＦ類に属するものであろう。両遺跡

とも縄文前期の土器が主体をlﾘめるが、瀬戸内系の中期の土器も出土している。図２－３は門

田遺跡出土（木下1978）のもので、ＦＩ類に属し、長さは7.2cmで両面に粗い研暦痕が残る。

全体的に灰緑色を呈し、石材は歌子質か質のよい滑石であろう。図２－４はＣＨ類でも古式の

タイプで、新延貝塚（木村1980）から出土している。白色天理有賀でやや改変を受けている。

図２－５は大牟田古墳群（島津1978 ・山崎1987）の封上中から発見IJされた。ＣＨ類に含まれ

る。有材は緑色を呈し緑色片岩の一種とみられている。なお、図は写真から起こしたもので略

測図である。図２－６はＢＩ類で広田遺跡（小池1980）から出土した。報告では蛇紋岩質2°

とされるが、九州出土の訣状耳飾で同様の石材を用いたものを、今のところ見たことがない。

緑がかった暗灰色で、欠損面は半透明の緑灰色を呈する。図２－７は北宇土池遺跡（山下

1997）出土で、ＢＩ類に属する金環形である。表向か荒れており、かろうじて玖状耳飾と判断

することができる。掲色の滑有賀である。図２－８は福岡市の田高尾子森遺跡から出」ゾし

た長脚形で、ＦＩ類に分類できる。残存長は5.4cmを測り、復元すると６ｃｍ程度になろう。

蛇紋岩賀である。図２－９はド見遺跡（富永1985）、図2 －10は中材石九遺跡出土（水ノ汪

1996）で、ともに破損部が大きい。下見追跡側はＢＨ類になろう。図2 －H ・12は法草原遺跡

から出土（今関1957 ・梅原1971 ・九州歴史資料館1982 ・水ノ汪・林1999）したもので、11はＥ

Ｉ類で灰白色の歌工員、12はＣＨ類で白濁色の歌工質¨である。 12の補修孔には紐ずれが認

められる。図2－13は釣川遺跡（中村1982）のものでＧＩ類、図2 －14は牛･頻川川床採集（林

2005）のＤＩ類、図2 －15は員元遺跡（中間1999）から出土したＢＨ類の古式のものである。

15は歌子員で包含層からの出土である。図には示していないが天神橋貝塚（九州縄文研究会

2005）からも１点出土している。そのほか、広川町の尻高遺跡5 ･Iで緑色片岩賀のＦＩ類が１

点出土していることを追加しておきたい。なお、もう１点未確認ではあるが福岡県内からの出

上例があるらしい。

（２）佐賀県

　３遺跡３点の出土がある。図３－１は中小路増富遺跡（徳富1986）から出土したもので、Ｃ
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Ｈ類である。報告書の写真では良質の石材が使用されているように見える。|ﾇ13－2は戦場ケ

谷遺跡から出土（七田1934a ・1934 b ・松尾1935）した学史的に有名な資料¨である。横楕円

形のＤＨ類で蝋石製と報告されている。そのほか牒石Ｂ遺跡（九州縄文研究会2005）からも出

上例がある。

（３）長崎県

　長崎県からは10遺跡15点＋ａが出土している。Ａ類からＧ類まですべての形態が存在する。

図４－１は小ケ倉Ａ遺跡で採集されたものではあるが、遺跡は草創期から早期の限られた時

期であり、形態的に古い様相を持っている。環体は厚みを持ち、環体の帽よりも中央孔が大き

いＡＨ類である。石材は黒っぽい色を呈するやや軟質の蛇紋岩と報告（辻田・竹中2003）さ

れている。九州における出現期の訣状耳飾を考える上で重要な資料である。図４－２もＡＨ

類に分類されるもので、伊水力遺跡（福田1997）からの出土である。白っぽい軟質の蛇紋岩と

報告されている。図４－３は根比呂池遺跡出土（山下1996）でｃｎ類、図４－４は黒丸遺跡出

土（町田1996）で、環体の一部しか残っていないが、ＢＨ類かＣＩ類に分類できよう。図４－

５は百花台遺跡（杉村1988）から出土したもので、ＣＨ類である。図4－6～11は小値賀町の

野崎島に所在する野酋遺跡（塚原2001 ・2003）から出土した侠状耳飾である。全部で６点あり、

鹿児島県の荘貝塚とともに九州では最も出ll数が多い。 ６・７はＣｎ類に属し、６は縦の長さ

が5.45cm、復元するとやや幅が広くなる。半透明の淡い灰緑色を呈し軟王質である。石材は

曹長石ではないかと報告されている。７は全体にローリングを受けており、石材は緑色片岩と

されている。　８・９は石庖丁形をとるＧⅢ類である。ともに風化した滑有賀で、中央孔は意識

しつつもかなり退化しており、見かけ上は切目だけになっている。　９も切目の一部が観察され

る。10 ・11は長脚形のＦＩ類である。 10は細身でシャープな作りである。石材は蛇紋岩である

が、見かけよりも軽い。火を受けたのであろうか。 11は緑色片岩賀で、折損面に２次的な研磨

が加えられている。野首遺跡の玖状耳飾は、扁ヽﾄﾞ円形と長脚形・石庖丁形の２時期に分けられ

る。図4 －12も野首遺跡から出土したもので、玖状耳飾に伴う箆状垂飾に似ているので参考例
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としてあげた。ただ、下端部はうすく尖らない。図4 －13は宮下貝塚出土例（川道1998）で、

Ｇｍ類である。野首遺跡出土のものに類似するが、切目がさらに退化している。石材は風化し

ているため確実ではないが蛇紋岩と報告されている。図4 －14は下本山岩陰（麻生1972）から

出土したイタボガキ製で、ＥＨ類である。半折しており、縦の長さは7.2cmを測る。貝製品は

他に高又遺跡の例がある。図4 －15・16は門前遺跡（杉原・松尾2008）から出土したもので、

15はやや楕円形を呈しＤＩ類、16はＣＨ類になる。 16は径が大きくＣＨ類では九州最大である。

ともに玉質であると報告されている。そのほか、姫貝塚（賀川1971）からは複数の珪状耳飾が

出土7jしているらしいが、実態は不明である。

（４）熊本県

　これまで16遺跡19点が肝llしている。図５－１～４は轟貝塚（演田地1920 ・樋口1933 ・下村

1980 ・藤本2008）出土で、１・２は現俸の幅よりも中央孔が大きいＡＨ類、３はＢＨ類、４は

ＥＩ類である。　１～３は白色大理石（結晶質石灰岩）製である。ひとつの基準となる資料であ

る。図５－５は東方遺跡（高田1968 ・乙益1980）から出土したもので、ＣＨ類である。縦の長

さは4.9cm、横幅は5.5cmで、厚さ0.6cmを測る。灰緑色をした軟王質の石材が用いられてい

る。図５－６はハ峰遺跡（乙益1980匠出土品で、縦の長さは5.2cm、横幅は復元すると

6.1cmになり、やや横広のＤＩ類になる。厚さは0.6cmで、表面に粗い研磨痕が残る。石材は

灰緑色の軟玉質である。図５－７・８はいわゆる指貫形でＡⅢ類に属する。７は松ノ本坂遺

跡（小畑1981）からの出土で、淡灰緑色半透明の滑石製9’である。８は梅ノ本遺跡［亀ﾛ］

2001）から肝玉した新例である。復元径は3.3cmで正円になり、軟玉質の石材が用いられてい

る。九州では古式の訣扶耳偏に一定程度、指貫形が存在することが明らかになった。図５－９

は方形のＢⅢ類で、伊野遺跡（田中1965）から出土している。淡い緑灰色を呈した半透明の軟

玉質1oJで、中に白斑を含む。草垣上ノ島例によく似ている。図5 －10は石の本遺跡（池田

2001）から出土した古式のＢＩ類である。灰緑色を呈した良質の滑石製である。図5 －11は沖

松遺跡出土（古城1996）のＣＨ類である。図5 －12は曾畑貝塚（江本1988）から出土したもの

で、破損しているがＥＩ類になろう。石材は灰緑色のチャートである。今のところ、実見した

物の中では、硬度の高い石材を使用したものはこれ１例だけである。写真2 －26は瀬田臭遺跡

（富田1998）から出土したＥＨ類、写真2 －29は新南部遺跡出土（富田1998）のＣＨ類で、滑

れ製である。そのほか、図は示していないが、別府遺跡（木崎地1997）、阿高貝塚（島津1983）、

村山遺跡（島津1983）、襟ノ平遺跡（鈴木1987）、袴野遺跡（鈴木1987）などからの出上例があ

る。
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（５）大分県

　11遺跡15点が出土している。図６－１は扮洞穴（賀川1980 ・1982 ・1998）で、森Ｂ式土器の

包含層（第IV層）から出土した。白色人煙有賀で、円環形のＡＩ類である。大形で、外径は

6.4cm、現俸の幅1.1cm、厚さ↓｡15cm、中央孔4.2cmを測り、正円形となる。現俸は両面を

平坦に研磨した後、周縁部にも研磨が加えられ不明瞭な稜が残る。全体に浅い研磨疵が観察さ

れ、中央孔側はリング状の擦疵、切目には縦の擦切疵がみえる。図６－２～４は学史的に有名

な川原田洞穴（岩尾・酒匂1964）の出土品である。 ２・３はＡⅢ類で獣骨製、４はＢＨ類で、

灰緑色の軟玉質石材が用いられている。図６－５はＡＨ類の古式で、大田原遺跡（下村2009）

から出土した。灰緑色軟王質で中に祖かな黒い粒子を含む。図６－６は岩戸遺跡（下村2009）

から出土した長脚形ＦＩ類で、縦は5.6cmある。灰緑色半透明の滑打製で、全体に磨滅してい
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る。補修孔には横方向に著しい紐ずれ痕が観察される。図６－７は野鹿洞穴（賀川1973）から

出土した。横に広いＤＨ類で白色大理石製である。図６－８も白色大理石製で石原貝塚（清

水・坂本他1979）の後期土器包含層下部の砂蝶層で出土したものである。ＣＨ類に属する。図

６－９はＣＩ類で、長野西遺跡（坂本1990）から出土した。石材は滑石と報告されている。図

6 －10は岡遺跡出土品（原田他2007）でＢｎ類に属する。淡灰緑色を呈する軟質の緑色変質岩

製と報告されている。図6－11は上野遺跡（栗田他1990）から出土したＤＩ類で、白色大坪

五加用いられている。図6 －12は大分で初めての五庖丁形を呈するＧＨ類の例である。大肥吉

竹遺跡（渡迢2004）から出土した。図6 －13～15はかわじ池遺跡（佐脇1998）でまとまって出

土した。ＦＩ類で蛇紋岩製と報匹されている。

（６）宮崎県

　９遺跡10点の狭状耳飾が出土している。古式のタイプが多く、アカホヤ火山灰下位から出土

しているものがある。図７－１～５はともに古式のＢｎ類である。１は下猪ノ原遺跡（秋成・

冨田2004）でアカホヤ火山灰下位から出土したものである。扁平で淡緑色を呈する蛇紋岩賀と

報告されている。　２は荒迫遺跡（和田・久木田1998）出土品で滑有賀とされている。　３は頁岩

製で永迫第Ｈ遺跡（廣田2003）から出土している。これまで見たことのない作り11Jで、アカ

ホヤ火山灰下位からの出土である。４は前ノ原遺跡（森田↓998）から出土したものである。玉

質で両面を平坦に加工する。５は中野原遺跡（太川2007）出土品12Jである。現俸は幅広の楕

円形でやや丸みをもつ。注目すべきは下辺鄙に穿孔を施し、切目の方向に溝を入れるというこ

とである。現俸の形状は違うが、神奈川県の上浜田遺跡や静岡県の桜俎上遺跡出土例などと共

通の要素を持っているということは重要である。九州地方では下端部に穿孔を施すのはこれ１

例だけである。石材は玉髄と報告されている。図７－６・７は内小野遺跡（東2000）から出土

したもので、６がＦＩ類、７はＣＩ類に分類できよう。図７－８は走持遺跡（上田・桑畑

1997）出土で上辺の一一鄙のみである。図７－９は横楕円形で下端が直線的になるＤⅢ類であ

る。童子丸遺跡（上田・桑畑1997）から出土している。縦は4.1cm、横幅は復元すると7.0cm

以上になる。　８・９とも蛇紋岩賀である。なお、図は示していないが、桧添貝塚（鈴本↓987）

から滑石賀の長脚形玖状耳飾が１点出土している。そのほか、確認はしていないが、田代ケ八

重遺跡出土の蛇紋岩襲来飾りは石庖丁形Ｇｎ類の半折品（縄文研究会2005）ではなかろうか。

（７）鹿児島県

　鹿児島県からは、現段階で26遺跡32点以上が出土しており、九州地方では最も遺跡数が多く

出上例も多い。Ｆ類以外はすべての形態が存在する。図８－１・２はＢＩ類で、１は柳井谷遺

跡（瀬戸口1984）、2は今木場遺跡（上田1981）からの出土である。図８－３は南一ノ谷遺跡
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９

３

（上田・雨宮2003）出土で、折損しており、切目は確認されていない。図８－４～９は荘貝塚

（池水・長野他1979）から出土した一群である。全部で６点13 1あり、そのうち６以外の５点は

すべて白色大理石（結晶質石灰岩）製である。　４はﾋ辺鄙の破片のみで全形を知りえない。５

はＡＨ類で、径4.3cm、現俸の帽1.5cm、厚さ0.65cmを測り、両面は平坦に研磨され、周縁

も平坦に整形されている。極めてシャープな作りである。６は小柳品でＣＨ類に属し、現存長

は2.15cm、内面は浙坦に研磨され、研磨痕が残る。扁平で黄褐色から茶褐色を７し、石材は

チャートではなく娃化木であろうか。７は縦楕円形のＥＨ類である。半分から折損しており脚

端の一部を欠く。両面は平坦に研磨され、側縁は面取り状の整形が加えられる。復元長は

5.1cm程度になろう。８もＥＨ類で、縦に長い人形品である。本来は縦の長さが７ｃｍ以上

あったものとみられる。厚さは0.65cmである。７と同様両面はず坦に研磨され、側縁は一部

に面取り状の整形を加え、平坦に仕上げている。これも極めてシャープな作りである。９はＣ

Ｈ類に属し、中央部で折損し脚部を欠く。復元すれば、縦の長さ5.4cm前後、横幅6.3cm前後

- 204 －



①

○

白

九州出土の訣状耳飾に関する基礎的検討

牡帽隠）

１　０　　　　　　２

①

こ

二几帳=j

＼]レ

一一一一一　　　　～－－・

Ｓゝ
　　　　　　　　ゝ

　
ｘ
ｘ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｊ
ｌ
／
！
／
／
／

／
’
　
　
　
　
　
　
４
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ

１

○
４ ○

ソ
引
証
ド
レ

⑤

(ﾅ

こ⊃

く二二）

………『屁浙、

｜　　∩　　４

゛゛゛｀ヽ､･』

レ

≪

ニ

参内
l，01　16

0　　　　　　　　　5　　　　　　　　　10cm

図８　鹿児島県出土の扶状耳飾（１）（１／２）

－205



下村智

になろう。整形は他のものとよく類似している。以Ｌ６点は形態的には変化に富んでいるが、

１点以外は石材も回しで同工の観がある。純粋に森Ｂ式と共伴しており、ひとつの定点となり

うる資料である。図8－10は鳥越遺跡ﾚn　（上田1981）出土のＧＩ類である。縦は3.8cmで、幅

は復元すると7.5cm程度になろう。極めて扁平に作られている。茶褐色を呈するが蛇紋岩賀で

あろう。図8 －11はＤｎ類で、阿多貝塚Oﾆf崎・青崎他1978）出土品である。補修孔には紐

ずれがみられる。沢緑色で黒の微細な粒子が含まれており、鉄玉質である。図8 －12は［こ野原

遺跡（中村・八木深他）出土で、ＣＨ類である。図8 －13はＤＩ類で長音寺遺跡（本田・雨宮

1989）出土である。図8 －14は円現形のＡＩ類である。黒武者遺跡（池畑2008）出土で、切

目を欠くが古式の玖状耳飾である。石材は滑石と報告されている。図8 －15もＡＩ類で椿ノ

原遺跡（上乗・福永2000）から出土した。研磨疸が残り、報告ではろう石とされている。図８

一16は三角山Ｉ遺跡（藤崎・中村2006）でアカホヤ火山灰下位から出土したＢＩ類で、滑有賀

と報告されている。図9－↓7は西之薗遺跡（池畑・長野1978）から出土した端正な作りのＣＨ

類で、石材は緑色地に黄色の斑が入り、広義の緑色片岩に属するものではなかろうか。補修礼

には顕著な紐ずれが認められる。図9 －18は扁平で中央孔が真ん中にくるＣＩ類である。倉匝|

遺跡（立神・中村1978）から出土15’しかもので、縦4.8cm、横幅5.2cm、厚さ0.5cmを測る。

石材は緑仏縁を帯びた渋青灰色の鉄工質である。図9－19 ・26は南田代遺跡（本田・雨宮

1989）出土品で、ともにＣＨ類に分類できる。 26は折損部を繋ぐため、対の補修孔を多くあけ

ている。図9 －20は上焼田遺跡1印　（出目・池畑1977）から出土したもので、Ｂ類からＣ類への

移行形態を示す。渋灰緑色半透明の滑石賀で、現存長は4.0cmを測り、ほぼ正円に近く断面は

やや厚い。とりあえず、切出よ長いがＢｎ類に分類しておきたい。図9 －21は泉川遺跡（河野

1972 ・国分1976 ・鮫島1978 ・十｡田198↓）出土のＣＨ類である。上辺の補修礼には紐ずれが観察

される。幾分緑色縁を帯びた灰色から［こ半部は黒っぽい色調を呈し、鉄土質である。図9 －22

は高又遺跡（柴尾1979）から出土したもので、両脚を欠損した玖状耳飾と考えられる。よく研

磨が行き届き、上辺は直線的に整形され、周縁は面取りがなされている。貝製品でシャコガイ

賀であろう。図9 －23は大形のＤＨ類である。枕崎市の南西海上に浮かぶ草頂上ノ島遺跡

（河野1972 ・河口1972 ・国分↓976・上田1981）から発見された。復元すると、縦7.0cm、横幅

9.5cmとなり、極めて大きく、このタイプでは九州で最大である。渋沢緑色半透明の鉄工質で、

全体に白色の細かな斑点が観察される。図9 －24・25は石庖丁形で、24は仁田尾遺跡（池畑

1994）出土のＧ且類、25は巾ノ原遺跡（元田・牛ノ演他2003）出土のＧｍ類である。 25は復元

すると幅が13cm程度になり、これもこのタイプでは九州最大である。 25は完形品で中失礼が

退化している。 25・26はとも蛇紋岩賀である。中失礼が退化した狭状耳飾は長崎県五島列島に

類例がある。図9 －27は打馬平原遺跡（瀬戸口他1988）から出土した垂醒7）である。参考例

としてあげた。また、勝毛遺跡（縄文研究会2005）からも蛇紋岩賀のＧｍ類に属する人形の訣
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状耳飾が出土している。石打遺跡（縄文研究会2005）出土の２点の蛇紋岩製垂飾品もＧⅢ類の

可能性が高い。見直せばさらに類例は増加するものと考えられる。そのほか、江川野遺跡（池

畑・長野1978 ・池水・長野他1979）、永山遺跡（寺師1943 ・1978 ・河口他1964）、鹿大工学部

（上田1998）、市ノ原遺跡第３区（上田1998）、石打遺跡（上田1998 ・九州縄文研究会2005）な

どから出土例の報告がある。

　４．基礎的検討

　以上、各県の出土例を概観してきたが、ここではその資料をもとに、いくっかの項目につい

て基礎的な検討を行っておきたい。

（１）出土遺跡の分布

　まず、玖状耳飾の計上した遺跡の分布からみておこう。図↓Oはその遺跡分布図である。出土

遺跡は各県にまたがっているが、福岡県、佐賀・長崎県、熊本県、鹿児島県と九州西半部に多

くみられ、特に鹿児島県の薩摩半島に多く集中している。地域的には、島嶼部、沿岸部、内陸

部に分けられるが、主に内陸部では大河川やその支流域に分布していることがわかる。たとえ

ば、川内川、球磨川、緑川、白川、筑後川、遠賀川、大野川、大淀川などの流域が注目される

ところである。ＡＨ類やＢＩ･ＢＨ類など古式の珪状耳飾の分布を見てみると、各県に満遍な

く認められ、大分県や宮崎県にも分布している。玖状存飾を伴う九州各県の遺跡の分布は、い

わゆる森辺土器（Ａ式、Ｂ式、Ｃ式を含む）の分布圈と重なるのである。

　ここで、複数出土している遺跡をあげると、福岡県の沖ノ島で２点、長崎県の門前遺跡で２

点、同じく五島列島の野首遺跡で６点、熊本県の轟貝塚で４点、大分県の川原田洞穴で３点、

同県のかわじ池遺跡で３点、鹿児島県の荘員塚で６点、回じく南田代遺跡で２点ということに

なる。沿岸部や沿岸部近く、あるいは島晩節の遺跡から複数の玖状斗知が出土していることは

注目される。特に、九州西海岸側を含む西牛部に多くの玖状存知が認められるということは、

同地域で盛行したことを物語っている。

（２）形態変遷

　つぎに、完形か完形に復元できるものを中心に、縦軸に縦の長さ、横軸に横の長さを計測し

てプロットしたのが図11である。復元にやや誤差があるかもしれないが、一定の傾向は把握で

きるものと考える。Ａ類は、径が２ｃｍよりもやや大きく５ｃｍ前後の領域に分有する。ただし、

扮の資料は例外的に大きい。Ｂ類も分布領域はＡ領とほぼ同じ傾向になる。Ｃ類になるとやや

大型化して、径が４ｃｍから7.5cm前後までになり分布領域が伸びる。Ａ類からＣ領までは縦

と横の比が１：１のライン近くに分布するが、やや楕円傾向にある。Ｄ類はＣ類から分かれて
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１新延貝塚
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図10　九州の映状耳飾出土遺跡分布図
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28石ノ本遺跡
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49長野西遺跡

50太田原遺跡

51岩戸遺跡

52犬肥吉竹遺跡

53扮洞穴

　回亘］

54下猪ノ原遺跡

55永迫第２遺跡

56荒迫遺跡

57内小野遺跡

58仲野原遺跡

59童子丸遺跡

60走持遺跡

61前ノ原遺跡

　巨資百司

62南一ノ谷遺跡

63荘貝塚

64仁田尾遺跡

65今木場遺跡

66上焼田遺跡

67阿多貝塚

68長音寺遺跡

69南田代遺跡

70拵ノ原遺跡

71西之薗遺跡

72草垣上ノ島遺跡

73鳥越遺跡

74倉園遺跡

75泉川遺跡

76市ノ原遺跡（第１地点）

77柳井谷遺跡

78江川野遺跡

79永山遺跡

80鹿大工学部

81淑ノ原遺跡（第３地点）

82石打遺跡

83黒武者遺跡

84上野原遺跡

85三角山Ｉ遺跡

86勝毛遺跡

87高又遺跡
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　　　　　　　　　　　　　図11　九州出土の訣状耳飾形態別相関図

大型化し、楕円傾向がさらに進む。一方、Ｅ類は反対にＣ類から分かれて縦長傾向となり、Ｆ

類はさらに細身になって脚が長く伸びる。Ｇ類は横の長さが縦の長さの２倍以上になり、大形

で強く横に広がる形態となる。九州の玖状斗飾は、円環形・金環形から扁平な円形に変化し、

さらに縦に長く伸びるタイプと、横に大きく広がるタイプのふたつに分かれて変化する流れが

みて取れる。

（３）編年試案

　そこで、以上のことも踏まえ、九州出土の玖状耳飾について編年を試みたい。九州出土の玖

状耳飾はＬ田耕（1こ田1998）が指摘するように大様品が多く、調査で出土しても包含層であっ

たり、時期の違う層からの発見であったりと時期を確定する質料に恵まれなかった。墓篆など

の遺構から出土した例はこれまで確認されたことがない。しかし、森Ｂ式と伴出することはこ

れまで多くの遺跡で確認されている。荘員塚例は純粋に森Ｂ式に伴っており、ひとつの定点と

することができる。最近、新車晃一はアカホヤ火山灰下位から出土した玖状耳飾をもとに、九

州における始源期の狭状耳飾のタイプを明らかにした（新車2008）。今回、九州全体を通じて

－210－
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資料が収集できたので、土器との共伴関係を考慮しつつ形式学的変遷を加味し、狭状耳偏の終

焉まで含めて、これまで課題であった編年を試みたい。

　図12はその編年試案である。アカホヤ火山灰の下位から出土するものと、それらと形態的に

同類に分類されるものをｙ期に位置づけた。円環形のＡＩ･ＡＨ類、指貫形のＡｍ類、金環形

のＢＴ類とＢＨ類の一部がこれにあたる。ＢＩ類とＢＨ類の一一部については轟Ａ式土器に伴

う（炭田2003）。また、九州では古い時期に一定程度指貫形が存在するのでＡｍ類もい期に含

めた。早期に位置づけたこれらの一群は、実際には前期の層から発見される場合もあるので時

期帽を考慮する必要がある。前期初頭になると新しいタイプのＢＨ類･Ｂｍ煩が登場し、前菜

ではＣＨ類が盛行する。荘員塚ではＡＨ類、ＣＨ類、ＥＩ類が存在し、白色大理石で作られ調

整もきわめて類似したものになっている。森Ｂ式の新しいタイプと共伴するので、形態分化は

この時期に発展するものとみられる。前葉の終わり頃にはＤＩ類やＥＩ類が登場し、前期中葉

にはＥＨ類やＤｎ類へと変化し、二極分化が進む。中葉から後葉にかけては長脚形のＦＩ類や

ＦＨ類、横楕円形のＤｍ類、三角形のＧＩ類や石庖丁形のＧＨ類･Ｇｍ類へと変容する。これ

らの新しいタイプは下端部が直線的に什上げられ、退化しつつ中期初めには終焉を迎えるもの

と考えている。

　以上、九州では初源期から終焉までの形態変遷と系譜関係はたどれるが、中葉から後葉の土

器形式との関係がはっきりしない。しかし、前期初頭から前葉を中心に展開した森Ｂ式土器に

伴うことは明らかであり、この時期に最も発展を遂げた耳偏であるということは間違いなかろ

う。この編年試案については、今後の発掘調をで検証しなければならないだろう。

（４）石材および共伴土器と若干の考察

　ここで、材質についても触れておかなければならない。獣骨製と貝製品がそれぞれ２点ずつ

出土しているが、これらは材質転換形態であろう。ただし、白を基調としたものであり、祖形

との関係を示しているとみられる。ｲf材については報占と実見との違いがあり、報告のみで集

計を図ることには躊躇する。そこで実見したものを中心に見てみると、Ａ類やＢ類では白色大

坪石や読緑色（褐色系もある）の滑ｲ訪軟工賃の石材が中心となり、白色や読緑色の土質石材

が志向されていることがわかる。この傾向はｃ類からＤＨ類・Ｅ類まで続くが、Ｄｍ類やＦ

類・Ｇ類になると蛇紋岩や滑石が主体を占めるようになり、形態変化と共に石材への志向性も

変化してきている。したがって、始源期の石材が、白色大理石や読経の工質石材であるという

ことは起源と系譜を考える上で重要である。なお、硬玉製品は１点も確認していない。

　さらに、共伴土器を見てみると、アカホヤ火山灰下位のものは森Ａ式土谷にともなってお

り、アカホヤ火山灰上位では森Ｂ式土器に伴っている（廣田2003 ・上田・廣田2004 ・新車

2006 ・2008）。本来、早期の押型文土谷や南九州の円筒土器には伴わないと考えている。南九
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九州出土の球状耳飾に関する基礎的検討

州では早期に耳栓が登場するが、これは別系統の耳偏である。また、水ノ汪相同が指摘（水ノ

江1992）するように韓半島の影響を受けた曾畑式土器や在地系の並本式土器・阿高式土器に

も伴わないとみてよかろう。しかし、前期後半の訣状耳飾にはどのような土器が伴うのであろ

うか。今のところははっきりと答えを出せないでいる。近年、上田耕は変容した新しいタイプ

の訣状耳飾が春日式土器に伴うことを示唆している（上田1998仏具伴関係が明らかになれば

興味深いことである。鹿児島県ではＧ類が卓越し、西北部九州にはＦ類が多く分布するが、五

島列島にはこのＧ類がみられ、野崎島の野首遺跡では春日式土器が計上している。また、この

Ｇ類は隠岐や島根県・鳥取県に集中（梅原1922）しており、何らかの関連が考えられよう。

　これまでみてきたように、九州の玖状耳偏は広範囲に分布圈を持つ森式土器文化の所産と考

えられ、特にＢ式段階に盛行する。中期や後期の遺跡からも単発的には発見されるが、本来の

時期のものではない18jと考えている。ただし、広田遺跡のものは今のところ判断がっきかね

ている。

　では、九州出土の玖状耳偏はどのような契機で出現するのであろうか。新車晃一は大陸から

の起源には直接触れていないが、一旦日本海側で成立したものが九州へ伝わり、さらに南下し

たと考えている。（新車2006 ・2008）。上田耕も同様の「可能性を考える余地もある」（上田

1998）としている。

　現時点では、大陸から渡来したとみられる資料は九州にはなく、現段階では筆者も同様な考

えである。近年、九州地方の扶状耳飾の資料が増加し、古式の狭状耳偏には円環形、金環形、

指貫形があり、淡い緑色系の軟玉質石材や白色石灰岩製が多いことから、今後、国内をはじめ、

中国江南や車北部も含めてその起源や系譜については、複数ルートでの検討が必要であろう。

　おわりに

　近年、アカホヤ火山灰層下位から玖状耳飾が発見され、出現時期が早期後半から末まで遡る

ことが明らかになった。そして、その起源や系譜の解明という新たな研究段階を迎えた。これ

まで九州では令体を含めての基礎的な検討がなかったので、今回試みたが、資料的な限界もあ

り検証しなければならない問題も多く残った。今後、墓地などの遺構に伴う調査例や確実な時

期比定のできる出土資料が確認されればさらに突っ込んだ検討ができるようになろう。本論は

その叩き台として現段階での資料をもとにまとめたものである。犬方のご批判を仰ぎたい。

　甲元先生には、学生時代に訣状耳飾の起源について極東地域も視野に入れて検討するように

ご指導を受けた。現在では、中国東北部から沿海州にかけて出土する訣状耳飾が、目本の玖状

耳飾の起源に関して深い関わりあいを持っていることが論じられている。先生のご指導は常に

念頭に置きながら十分生かし切れていない事を恥じ入るばかりである。今回、拙い内容ではあ
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困

1･2･5:川原田潤穴3:梅ノ木遣跡4:太田原遺跡6:伊野遺跡

12:北宇土地遺跡　13:上焼田貝塚　14;新砥貝塚　15:倉園遺跡

20:ハ峰遺跡2]:野崖洞穴

7:石ノ本遺跡8:貝元遺跡9:轟貝塚　10:扮瀾穴　11:荘貝塚

16:泉川遺跡　17:吉之薗遺跡　18:東方遺跡　19:野首遺跡

写真１　九州出土の統状耳飾（１）（１／２）
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九州出土の狭状耳飾に関する基礎的検討
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22･23･32･35:荘貝坂24:沖松遺跡25･34･38･41･42:野首遺跡26:潮田喜遺跡27:草垣上ノ島遺跡28:曾畑貝塚29:新南部遺跡

30:上野原遺跡31:阿多貝塚33:岩戸遺跡36:下本山岩噛37:門田遺跡39:鳥越遺跡40:童子丸遺跡43:打馬平原遺跡

写真２　九州出土の珪状耳飾（２）（１／２　ただし26･29は縮尺不|司）
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るが、先生のこれまでの学恩に対し些かでも報いることができればと思いまとめたものである。

　先生におかれましては、ご健康にご留意され、ご活躍・ご発展をお祈り申し上げますととも

にこれからもご指導を賜りますようお願いいたします。

謝辞

　本橋を草するにあたり、下記の方々にご指導、ご教示、ご協力を賜りました。記して感謝いたしま

す。

池田朋生　池畑耕一　池水寛治　井ノ上秀文　上田耕　魚屋優子　牛ノ浪修　小畑弘己　賀川光夫

亀田学　木下修　栗原和彦　小地史哲　甲元億之　坂田邦洋　島津義昭　島田正浩　新車晃一　宗前

哲男　高木恭二　橘昌信　竹内弘　田中一義　塚原博　富永嘉久　富永直樹　鳥養孝好　長野真一

中村耕治　早木賊雄　久村貞男　平山修一　大川裕晴　古森政次　前田明　馬田弘稔　森田孝志　山

口俊博　横尾裕一　吉留秀敏　力武卓治　渡辺一雄の各氏

〔注〕

１）調査に参加された島津義昭氏、平山修一氏、高木恭二氏などから発見の状況や土器の文化層につ

　いてご教示を受けた。出土は古墳の封上中であったが、封上下には縄文早前期と考えられる条疸文

　土器の文化層が存在したとのことである。

２）現物は1979年扮洞穴の調査の時、小池史哲氏が現場に持参されたのを実見させていただいた。石

　材については、その当初から疑問であったが、同一の石材を使用したものに鹿児島県出水市清水Ａ

　地点出土の棒状石製品（縄文後・晩期一吉留秀敏氏ご教示づと熊本市周辺出土の玉類（縄文後・

　晩期一熊本市厚物館蔵－）のひとつに類例がある。

３）未報告資料であるが、福岡市教育委員会の力武卓治氏のご理解で掲載させていただいた。

４）（梅原1971）には硬玉品として報告されている。しかし、補修孔の紐ずれや表面に研磨痕が残るな

　ど、石材の硬度は高いものとは考えられない。表面の滑沢さや色調などから透角閃石や陽起石など

　の軟玉に属するものであろう。これまで九州出土の訣状耳飾には硬玉（Jadeite）は１例も確認して

　いない。

５）広川町教育委員会の尾崎源太郎氏よりご教示を受けた。現物は以前「古墳公園資料飾」で実見し

　た。

６）実物は戦災で消失したが、小林行雄氏の書かれた原図が七田氏宅に保管されている。ただ、その

　後七田忠志氏が亡くなられたので、以後どうなったかは分からない。この訣状耳飾は、「佐賀県教育

　委員会の七田忠昭氏の話しによれば、戦場ケ谷遺跡の押型文土器が出土する地点ではなくて、轟

　式・曾畑式が出土する地点からの採集である」と同教育委員会の森田孝志からご教示いただいた。

　なお、図３－２は文献（七田1934a）から拡大したもので、必ずしも正確ではない。

７）（賀川1971）によれば「安山岩で作られた大型の訣状耳姉や長脚タイプの耳飾りなど、かなりの教

　の玖状耳飾りが出土した」らしい。また、調査に参加された坂田部洋氏から「かなりの数が出土し、

　形態的にも変化があり、長脚タイプが多かった」とご教示をうけた。文献（塚原2003）の【註】

　（13）には、やはり調査に参加された出目譲治氏の教示内容が示されている。それによると「形状は

－216－
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　縦長の楕円形で完形品。石材は緑っぽい蛇紋岩だったように記憶している」とのこと。いずれにし

　ても、アルバート・モアが発掘した資料は、報告書未刊のままアメリカから返送されて、松浦市に

　保管されているので公表されれば明らかになろう。ずいぶん以前にお伺いしたときは梱包したまま

　になっていたので現物を見ることはできなかった。

８）文献（乙益1980）には、この資料は村山遺跡出土となっているが、所有者に確認したところ確か

　にハ峰遺跡出llということであった。

9）1979年11月の踏査の際、現物は名連川郵便局で実見した。その時、|司遺跡から轟Ａ式土器の尖底

　底部２個を採集した。もともと轟Ａ式土器が単純に近い形で出土している遺跡なので、表採資料で

　はあるが参考にはなろう。淡灰緑色半透明の滑石で作った小玉も一緒に出土している。

10）現物は熊本大学地質学教室の高橋俊正教授にご鑑定をお願いした。軟王質の材は陽起石と透角閃

　石の中間の組成を持つものではなかろうかとご教示を受けた。また、その他の資料についても岩石

　学的な立場からご指導を賜った。

11）研究会の折、島田正浩氏に見せてもらったが、形状から古いものではなさそうに思えた。しかし、

　アカホヤ火山灰下位からの出土ということであり、層位学的な成果を尊重したい。

12）研究公の析、大川裕晴氏に現物を見せてもらった。確かに補修孔ではない穿孔が施されている。

　石材は玉髄とされているが、軟玉質に思えた。

13）報告では８点となっているが、あと２点はともに滑有賀で、１点は管玉状のもの、もう１点は復

　元径3.8cmになる紡錘車形の垂飾品であった。これには管錐での穿孔が施されている。したがって、

　この２点は玖状耳飾ではないので数から除外しておく。ただし、訣状耳飾に伴う玉類ということに

　おいては、その重要性は変わらない。また、明らかな訣状耳飾の未成品は確認していない。

　　荘貝塚の出土資料は、池水寛治氏から直接拝見させていただき、資料化を行った。その際、親し

　くご指導を賜り、利用許可をいただいた。

Ｈ）当時、坊津町暦史民俗資料館の早水漬雄氏から発見の経緯についてご報告をいただいた。 1930年

　ごろ井戸掘削の際単独に出土したという。発見当時、鳥居龍蔵氏も鑑定されており、アイヌ大が着

　用した「ケット」と呼ぶ耳環と判断されたらしい。

15）採集者の話によれば、他に数点の破損した玖状耳飾があったらしい。しかし、完形品だけ採集し

　てきたとのことである。訣状耳飾は１遺跡から複数出土する場合があり、このことが事実であると

　すれば、数の［こではもっと多くあったことになる。話を総合すると墓地遺跡の可能性もある。

16］これまで２点出llとされてきたが、１点は玖状耳飾ではなく奎玉状の石製品（管玉）である。滑

　石賀で黒色を呈している。したがって、この１点は訣状耳飾から除外する。ただし、共伴資料の玉

　類としては重要である。

17）文献（水ノ汪1992）に早期の訣状耳飾とされたものである。これについては（新車1993）と汗。

　田1997）から誤りであることが指摘されている。筆者も実見・実測を行った。茶褐色の粘板岩賀で

　早期の垂玉の一種であると判断される。

18）文献（上田1998）の註⑤に中期出Ｌの新延貝塚や後期出土の石原貝塚には轟Ｂ式土器も出土して

　おり、時期判定は慎重にしなければならないと警鐘を鳴らしている。たとえ後の時代に再利用され

　たとしても初作の時期が重要である。
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〔図・写真の出典〕

図２－１（鏡山他1958）2（岡崎・小田他1971）4（本村1980）5島津義昭６（小池1980）7富永直

　　樹９（宮永1985）10（水ノ汪1996）12島津義昭13（中村1982）14（林2005）15（中間1999）図３

　　－１（徳宮1986）2（L田1934a）図４－１（辻田・竹中2003）2（福田1997）3（山ﾄﾞ1996）4

　　（町田1996）5（杉村1988）13（川道1998）14（麻生1973）15 ・16 （杉原・松尾2008）図５－２～

　　４（樋口1933）図６－８（清水・坂本他1979）9（坂本1990）10（原田他2007）11（栗田・後

　　藤・綿貫1980）12（渡沿2004）13～15（佐脇1998）図７－１（秋成・冨田2004）2（和田・久本

　　田1998）3（廣田2003）4（森田1998）5（太川2008）6・7（乗2000）8（上田・桑畑1997）

　　図８－１（瀬片目1984）2（ll田198!）3（上田・雨宮2003）12（中村・八木深他2001）13（本

　　田・雨宮1989）14（池畑2008）15（上乗・福永2000）16（藤崎・中村2006）図9 －19 （本田・雨

　　宮1989）24（池畑1994）25（元田・牛ノ潰他2003）26（本川・雨宮1989）他は下村実測図

写真１－８（中間1999）14（本村1980）び頁2 －26・29 （富田1998）30（中村・ハ本深2001）

他はド村写真

※出土一覧表については紙数の関係で割愛した。別途提小したいと考えている。

※脱稿後、池畑耕一「終焉期の訣状耳飾り一鹿児島県の例－」南九州縄文通信N0.20

　　　　　　　　　　『南の縄文・地域文化論考』新東児‥代表記念論文集　ﾄ｡巻　2009.9に接し、新

　　　　　　　　　　しい資料を知ることができた。実測・実見後、検討を加えたいと者えている。
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